
大洲の巨石をめぐる

　

大
洲
に
残
る
巨
石
の
規
模
や
総
数
は

全
国
で
も
群
を
抜
い
て
い
て
、
極
め
て

ま
れ
な
地
域
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
洲
市
高
山
に
あ
る
巨
石
（
3
）
は
、

高
さ
が
４
・
75
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
大

洲
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
巨
石
は
、
市
内
に
い

く
つ
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
、
大
洲
の
巨
石
は
、
昭
和
３
年

に
人
類
学
者
で
あ
る
鳥
居
龍り
ゅ
う
ぞ
う蔵
氏
の

来
訪
以
前
は
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
鳥

居
氏
の
調
査
に
触
発
さ
れ
た
、
郷
土
史

家
の
横
田
伝で
ん

松ま
つ

氏
や
長
山
源も
と

雄を

氏
に
よ

り
、
大
洲
の
巨
石
に
つ
い
て
の
考
察
が

﹃
伊
予
史
談
﹄
に
紹
介
さ
れ
る
と
、
一

躍
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
巨
石
に
つ
い
て
は
、
大
洲

地
域
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
経
緯
な
ど
も
含
め
て
、
考
古
学
や
民

俗
学
の
面
か
ら
再
検
討
す
べ
き
多
く
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

未
だ
、
数
多
く
の
巨
石
が
眠
っ
て
い

る
大
洲
。
私
た
ち
の
郷
土
に
は
、
こ
の

よ
う
な
巨
石
に
代
表
さ
れ
る
不
思
議
な

魅
力
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
市
内
に
あ
る
巨
石
の

一
部
を
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
を
機
に
、

巨
石
に
関
心
を
持
ち
、
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。
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巨 石 信 仰

▽
メ
ン
ヒ
ル

自
然
石
な
い
し
、
多
少
の
加
工
を
施
し

て
立
て
ら
れ
た
単
一
の
柱
状
の
石

（
日
本
で
は
﹁
立
石
﹂
と
呼
ば
れ
る
）

▽
ド
ル
メ
ン

２
基
な
い
し
、
そ
れ
以
上
の
支
石
に
よ

り
、
１
枚
の
扁
平
の
天
井
石
を
支
え
た

テ
ー
ブ
ル
状
の
構
築
物

▽
磐い
わ

座く
ら

神
が
降
臨
す
る
山
中
の
巨
石

（
大
洲
で
一
番
多
く
存
在
す
る
も
の
）

4

57

6

1メンヒル（成見）
2磐座（北只「粟島神社」）
3メンヒル（高山）
4長持岩（高山）
5ドルメン（冨士山）
6立石（高山三島神社）
7立石（五郎荒田）

　大洲市内にある巨石につ
いては、なぜ巨石が注目さ
れるようになったかなど解
明すべき多くの謎がありま
す。考古学・民俗学などの
観点から言うと、遺跡とい
うより信仰の一つであると
考えられます。
　そのため、市内に存在す
る巨石には「石仏」、「山ノ
神」、「伊

い

佐
さ

高
たか

権
ごん

現
げん

」、「座禅
石」などといった宗教的な
呼称がつけられています。
このことから、地元の人た
ちによって、昔から祭られ
てきたものであると推測さ
れます。
　みなさんもぜひ、身近な
巨石を探してみてください。

　学芸員（大洲市教育委員会）

　　白石　尚
なお

寛
ひろ

　さん
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３
月
26
日（
月
）に
河
辺
ふ
る
さ
と
公

園
で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
皮
切
り
に
、
市
内
各
地
で
﹁
龍
馬

が
ゆ
く
！
大
洲
﹂
１
５
０
年
記
念
事
業

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
継
続
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ど
れ
も
特
色
あ
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
楽
し
さ
満
載
。
そ
ん
な
イ
ベ
ン

ト
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

５
月
３
日（
木
）、
大
川
鯉
の
ぼ
り
川

渡
し
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
屋
形
船
で
川
を

下
っ
て
き
た
龍
馬
と
お
龍
が
現
れ
、
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

【
今
後
の
主
な
事
業
】

▽
な
り
き
り
龍
馬
パ
ッ
ク

龍
馬
の
衣
装
を
着
て
写
真
撮
影
や
市
内

散
策
（
７
月
～
12
月
）

▽
龍
馬
講
話
と
喜
界
島
三
味
線
の
調
べ

龍
馬
が
宿
泊
し
た
と
さ
れ
る
青
島
で
龍

馬
の
講
話
や
音
楽
会
を
開
催

（
７
月
７
日
・
21
日
）

大
洲
を
盛
り
上
げ
ま
す
！　

～
「
龍
馬
が
ゆ
く
！
大
洲
」
１
５
０
年
記
念
事
業
～

　　

茂
本
ヒ
デ
キ
チ
氏
の
墨
絵
が
、
大
洲

城
・
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
・
大
洲
歴
史
探

訪
館
の
３
会
場
で
12
月
31
日
ま
で
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
大
正
時
代
の

印
刷
物
を
復
刻
し
、

現
存
す
る
商
店
な
ど

に
掲
げ
ま
す
。

　

懐
か
し
さ
を
覚
え

る
看
板
に
、
た
く
さ

ん
の
広
告
物
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

鹿
野
川
大
橋
の
袂
で
は
今
後
、
特
大

わ
ら
じ
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
て
、
９
月
に
は
、
龍
馬
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
す
る
予
定
で
す
。

龍
馬
よ
！
大
川
に
来
い
！
鯉
！
恋

茂
本
ヒ
デ
キ
チ
氏
の
墨
絵
展
示

町
並
み
を
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
化

龍
馬
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

▽
川
ま
つ
り
花
火
大
会

龍
馬
を
テ
ー
マ
と
し
た
花
火
大
会
、

岳が
く
じ
ん
ざ
ん

人
山
さ
ん
の
尺
八
ラ
イ
ブ
も
同
時
開

催
（
８
月
３
・
４
日
）

▽
龍
馬
の
炭
窯
設
置

脱
藩
の
道
の
途
中
に
炭
窯
を
設
置
し
、

炭
焼
き
体
験
（
９
月
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
観
光
課
観
光
係

☎
㉔
１
７
１
７
（
直
通
）

市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
で
す

「
な
り
き
り
龍
馬
パ
ッ
ク
」

　　

大
洲
史
談
会
施
設
管
理
会
で
は
、

龍
馬
脱
藩
１
５
０
年
記
念
事
業
の

関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、﹁
な
り
き

り
龍
馬
パ
ッ
ク
﹂
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
参
加
者
が
龍
馬

の
衣
装
を
着
て
、
写
真
撮
影
や
市

内
を
散
策
す
る
も
の
で
、
大
洲
城

内
コ
ー
ス
、
町
並
み
コ
ー
ス
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

　

歴
史
的
な
町
並
み
が
残
る
肱
南
地

区
を
、
武
士
が
大
手
を
振
っ
て
歩
く

姿
が
城
下
町
・
大
洲
の
魅
力
を
最
大

限
に
引
き
出
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
、
龍
馬
の
衣
装
だ
け
で
な

く
、
お
龍
や
子
ど
も
用
の
衣
装
も

用
意
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

大洲史談会施設管理会

上杉　潤
じゅん

　さん
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まちのわだい

みんな仲良く元気にウォーキング
～肱川ウォークラリー～

いざという時のために
～ＡＥＤ講習会～

催しものいっぱい
～第１１回出海ふれあい祭り～

感謝状を贈呈
～総務省愛媛行政評価事務所長感謝状～

　青少年健全育成事業の一環として、肱川地域内の小
学生を対象とした肱川ウォークラリーが、開催されま
した。
　肱川公民館から鹿野川ダム、鹿野川園地、丸山公園
と肱川町の自然に触れ合いながら、最初に渡された問
題の答えをみんなで一生懸命探し、ゴールとなる肱川
公民館までの ４キロを 1時間10分かけて歩きました。

　河辺基幹集落センターで第 ６ 回目のＡＥＤ講習会
が行われました。当日の講習会には、河辺地域の住民
19人が参加し、大洲消防署川上支署の職員の指導によ
り、救命処置の方法を学びました。
　河辺地域は、救急車を要請しても到着に20 ～ 30分
かかります。救命措置の仕方を身につけておくことは
大変重要なことで、有意義な講習会となりました。

　多くの来場者が集まる中、長浜町出海地区で、第
11回出海ふれあい祭りが盛大に開催されました。
　午前中はバンド演奏、ダンスパフォーマンス、フラ
ダンス、午後からは太鼓演奏やお楽しみ抽選会、もち
まきが行われ、終始会場を沸かせました。
　イベント満載の出海ふれあい祭りは、2年に 1度開
催されています。

　松山市のにぎたつ会館で開催された平成2４年度行
政相談委員全体会議において、本市の行政相談委員の
小澤功

いさお

さんに総務省愛媛行政評価事務所長から感謝
状が贈呈されました。
　これは、小澤さんが住民からの行政に対する苦情や
意見、要望などを受け付け、その解決や実現のために
地道な活動を行ってきたことが認められて贈呈され
たものです。

５ 月20日㈰ ５ 月１3日㈰

５ 月１6日㈬５ 月27日㈰
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